
1．はじめに

近年、我が国沿岸の天然藻場や造成藻場におい

て磯焼けが広く発生している。磯焼けの要因とし

ては、気象・海況の変化（高水温、貧栄養、台風

による激浪等）、生物相の変化（ウニ・魚類など

の藻食動物の摂餌圧の増大）、人間活動に伴う要

因（生活・産業排水の流入に伴う汚濁・富栄養化、

河川改修や護岸整備に伴う海水の停滞・懸濁物質・

堆積浮泥の増加）、哺乳類・魚介類（ウニ等藻食

動物の捕食者）の乱獲、そのほかに火山灰の堆積

等が挙げられている（藤田，2002）。その中でも

アイゴSiganusfuscescensやブダイCalotomum

japonicus、ニザダイPrionurusscalprus等の植

食性の強い魚類による食害例が近年増加し（吉村

ら，2006）注目を集めている。これら魚類の過度

な摂食圧が海藻群落を衰退させている現象は、近

年では日本海を含めた多くの海域で観察されてい
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る（藤田ら，2006）。

アイゴは植食性魚類として位置づけられ（藤田，

2006）、磯焼けの報告事例（増田ら，2000ほか）

が多いことからアイゴの餌生物としては海藻が注

目される場合が多い。一方、消化管内容物からは

海藻・海草とともにワレカラ類、ヨコエビ類等の

小型甲殻類やウミシバ等のヒドロ虫類の出現が報

告されている（尾上ら，2002;桐山ら，2002;野

田ら，2002;山口，2006）。霜村ら（2003）は、

海藻を含有しない配合餌料とカジメ Ecklonia

cavaを餌として用いた飼育実験により、カジメ

だけの給餌では体重が増加しないものの、カジメ

に加えた配合餌料が多いほど、体重増加量が大き

いことを報告している。またカジメだけを与えた

飼育実験では生残率が低いという報告もある（山

田，2006）。そこで著者らはアイゴが生息する磯

焼け域および豊富な現存量を保っている藻場とい

う異なる環境下におけるアイゴの動物性餌料の重

要性を把握する目的で、アイゴの消化管内容物の

組成を調べた。そして同化された食物起源を判定

するため筋肉の炭素・窒素安定同位体比を計測し

た。さらに海藻及び小型甲殻類を単独給餌した飼

育魚の成長および筋肉の安定同位体比を比較して

それぞれの同化特性を明らかにした。

2．材料と方法

2.1 消化管内容物の観察

アイゴ成魚は、1994年以降一部を除き磯焼け

が持続していて主にオオバキントキやヒラクサ、

オオブサが植生している静岡県御前崎（長谷川ら，

2003:霜村ら，2006）、および現在もカジメ、ア

ラメ群落が高密度に維持されている横須賀市長井

において2005年6月～12月に、両海域でそれぞ

れ刺網漁業によって漁獲されたものを使用した

（Fig.1）。冷凍保存したアイゴは解凍後に全個体

の標準体長、体重を計測した（Table1）。消化管

内容物については、胃および腸を採取しその内容

物重量を計測した。消化管内容物重量の指標とし

て、秋山ら（2009）に従い、消化管内容物重量指

数（CSI:gutcontentssomaticindex）を、御

前崎は7月、長井は8月以降毎月次式より算出し

た。

CSI＝消化管内容物重量（g）×100／体重（g）

消化管内容物の重量組成を求めるために、消化

管内容物全体の中から一部を取り出し、実体顕微

鏡下で構成物の種もしくは分類群毎に分けた後、

種類毎の重量を測定した。内容物は原形を留めて

判別可能な場合のみを対象とし、消化が進み分類

群の同定が不可能な場合は除外した。

2.2 炭素・窒素安定同位体比の測定

安定同位体比分析は、対象生物が直接摂餌した

餌だけでなくその食物源を一次生産まで遡って解

析できる手法であり、炭素安定同位体比（δ13C）

は食物源の推定（DENIRO andEPSTEIN，1978）、

窒素安定同位体比（δ15N）は栄養段階の推定

（MINAGAWA andWADA，1984）にそれぞれ有

効であると報告されている。本研究の炭素・窒素
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Fig.1.Mapofcollectionsitesofrabbitfish.

Table1.StandardlengthofSiganusfuscescenscollectedinNagaiandOmaezaki.

Omaezaki Nagai

Month Numberoffish
RangeofStandard
length（mm）

Month Numberoffish
RangeofStandard
length（mm）

June
July
Aug.
Sep.
Oct.

Nov.
Dec.

16
22
9
33
52
21
10

196-282
214-290
241-299
206-288
192-314
212-261
246-296

June
July
Aug.
Sep
Oct
Nov.
Dec

11
21
17
4
13
7
5

212-330
232-328
268-332
238-291
228-348
228-292
232-282

Total 163 78



安定同位体比の分析は高井ら（2003）を参考にし

た。概略は以下の通りである。背部筋肉を少量採

取し、クロロフォルムおよびメタノールによる脱

脂処理を行った後、元素分析計（CarloErba

EA－1108）により分離した二酸化炭素および窒

素ガスを、流量インターフェース（ConFloII）

を介して質量分析計（FinniganMAT252）で計

測した。また胃内から摂取された餌生物の炭素・

窒素安定同位体比についても魚体筋肉と同様の方

法で計測した。アイゴ同一個体の胃から出現した

餌生物は同一種類でまとめて分析した。なお小型

甲殻類については外骨格中の炭酸カルシウムによ

るδ13Cへの影響を除去するために1Nの塩酸処

理を施してから計測に供した。
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Table2.Summaryoffeedingexperimentsofrabbitfish.

ExpⅠ ExpⅡ

Rearingperiod Nov.11-Nov.30,2005 Aug.28-Sep.25,2006

Temperature
（℃±SD）

19.5±0.6 25.0±0.8

Standardlength
（mm±SD）

286.1±23.7 184.8±20.4

Numberoffish 30 21

Fooditem
Eckloniacava

Euphausiasuperba
Eckloniacava

Gammaruspulex

Table3.Weightcomposition（%±SD）offooditemingutcontentsofrabbitfishcollectedinOmaezakiandNagai.

Omaezaki （%）

Dietary
category

June
（n＝16）

July
（n＝22）

Aug.
（n＝9）

Sep.
（n＝30）

Oct.
（n＝52）

Nov.
（n＝19）

Dec.
（n＝8）

Greenalgae
Brownalgae
Redalgae
Hydrozoa
Crustacea
Otheranimals
Unidentified
materials

6.3±21.4
58.5±44.6
11.1±20.8
0.2±0.4
19.3±33.0
3.9±15.7

0

0
46.0±43.7
34.6±44.7
1.1±1.6
0

0.0±0.1

0

0
48.9±49.5
24.9±42.2
1.6±4.6
0

0.1±0.3

0

0
2.4±5.0
57.0±38.6
18.3±32.7
10.1±31.6
0.1±0.1

0.4±1.4

0.2±0.1
26.4±22.0
63.5±25.0
2.6±16.0
0.3±1.7
1.3±5.5

1.2±3.8

0
18.7±17.2
53.9±31.8
6.3±14.3
0.1±5.2
1.6±7.4

0.2±0.7

0.9±2.3
0.1±0.4
39.0±45.2
21.1±31.9
0.6±0.9
0.9±1.5

1.4±3.2

Algae
Animal

76.0±38.8
24.0±38.8

92.8±19.0
7.2±19.0

97.9±4.5
2.1±4.5

67.7±41.2
31.9±41.6

92.2±21.2
5.0±16.9

77.1±38.3
22.7±38.3

68.3±39.1
30.3±39.1

Nagai （%）

Dietary
category

June
（n＝11）

July
（n＝19）

Aug.
（n＝17）

Sep.
（n＝4）

Oct.
（n＝13）

Nov.
（n＝7）

Dec.
（n＝5）

Greenalgae
Brownalgae
Redalgae
Hydrozoa
Crustacea
Otheranimals
Unidentified
materials

0
81.7±31.0
11.2±22.0
4.2±7.4
0.2±0.5
2.7±6.4

0.1±0.2

0.0±0.1
78.8±29.8
5.7±23.0
4.5±4.8
0.0±0.1
3.8±7.2

0.8±3.3

0.1±0.1
72.0±37.7
3.0±6.5
9.3±20.4
0.2±0.7
15.4±29.7

1.1±2.3

0
92.4±10.1
0.2±0.4
6.3±10.7
1.1±2.0
0.0±0.1

0

0
93.6±9.6
0.8±1.0
0.2±0.3
0.2±0.6
4.1±6.1

0

0.7±0.3
93.9±3.5
3.2±1.4
0.2±0.3
0.0±0.1
1.6±2.8

0.0±0.1

0
84.7±16.4
2.4±2.2
0.6±0.8
0.0±0.1
11.2±12.1

0

Algae
Animal

92.8±11.2
7.1±11.2

90.9±9.6
8.4±9.8

74.7±33.9
24.2±32.6

92.6±10.3
7.4±10.3

95.3±6.8
4.7±6.8

97.8±2.6
2.2±2.6

87.7±13.4
12.3±13.4



2.3 海藻及び小型甲殻類単独給餌による飼育実

験

小型甲殻類の餌料価値を海藻と比較するため、

海藻 （カジメ）、 小型甲殻類のオキアミ

Euphausia superba、 ヨコエビ Gammarus

pulexの3種類をアイゴに与える飼育実験を4週

間にわたり2回行った。実験Ⅰで使用したアイゴ

の平均体長は286.1mm、実験Ⅱでは184.8mmで

あった（Table2）。実験Ⅰでは、アイゴにカジメ

と冷凍オキアミを別々に与え、実験Ⅱではカジメ

と乾燥ヨコエビ（テトラ社製テトラガマラス）を

実験Ⅰと同様に別々に与え種々の実験項目を測定

した。実験期間中に与えた餌の総量は実験Ⅰでは

カジメ約5kg、オキアミ約22kg、実験Ⅱではカ

ジメ約3kg、ヨコエビ約10kgであった。カジメ

は付着物（生物を含む）を海水で洗浄後、冷凍保

存したものを使用した。両実験は中央水産研究所

横須賀庁舎（横須賀市長井）において複数の屋外

水槽（自然海水・流水式、4m3）を用い、各実験

区5～6尾ずつ収容して行った。供試魚にオキア

ミやヨコエビを餌として慣れさせる目的で、実験

開始1週間から、実験で使用する餌を与え馴致し

た。なお、できるだけストレスを与えないために

飼育全期間中の日毎の摂餌量の測定は行わず、飼

育期間開始から1週間は1日1回9:00に給餌し

夕方に残餌をすくい取り、日毎の給餌量から残餌

量を引いた量を摂餌量として記録し、1尾1日あ

たりの摂餌量を算出した。実験開始時、2週間、4

週間後に、体長（mm）、体重（g）を測定し肥満

度を以下の式により算出した。

肥満度＝（体重／体長3）×103

実験Ⅰでは、実験終了時に個体毎の体長・体重

の測定後、アイゴの筋肉および給餌した餌の安定

同位体比分析を前述の方法で行った。実験Ⅱでは、

実験開始2週間後に、個体毎にFA100（オイゲ

ノール）で麻酔した後、生体から背部筋肉を採取

し、体長・体重を計測後再び水槽へ戻して継続飼

育した。背部筋肉採取の個体は安定同位体分析の

みに供し、成長の解析には通常飼育の個体のみ用

いた。本研究において種々の統計解析にはエクセ

ル統計2006（（株）社会情報サービス）を用いた。

3．結果

3.1 御前崎と長井におけるアイゴの食性

御前崎と長井で採集されたアイゴはそれぞれ体

長192～314mm（n＝163）、212～348mm（n＝78）

であった（Table1）。Fig.2に月毎の御前崎及び

長井における平均CSIの季節的変化を示した。

御前崎における各月の平均 CSI値は 2.89～9.38

であったが、長井のアイゴは2.24～6.19であり、

御前崎は長井より高い値を示したが殆どの月で有

意差は認められなかった。CSIは御前崎、長井の

双方とも8月から9月にかけて増加したが、10

月に低下し11月以降再び増加する傾向が見られ

た。

消化管内容物の組成は両海域とも藻類が大半を

占めた（Table3）。御前崎では6～8月は褐藻の

アカモク Sargassum horneri、 オオバモク

Sargassum ringgoldianum等のヒバマタ目、9

月以降は紅藻の割合が高く、ピリヒバ Corallina

pilulifera等のサンゴモ目、オオバキントキ

Prionitisschmiziana等のスギノリ目、テングサ

目等が観察された。一方、長井では全ての月でカ

ジメ、 ワカメ Undariapinnatifida、 アラメ

Eiseniabicyclis等のコンブ目の褐藻が常に70％

以上を占めていた。動物に関して両海域ともにヒ

ドロ虫類、ヨコエビ類、ワレカラ類等が出現して
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Fig.2.Gutcontentsomaticindex (CSI,Mean±SD)
ofrabbitfishcollectedatNagai(closedcircles)
andOmaezaki(opencircles) from JulytoDe-
cember,2005.Numberofsamplesinparentheses.

Fig.3.Meanstablecarbonandnitrogenisotopera-
tios(δ13Candδ15N,±SD)ofrabbitfishcollected
inNagaiandOmaezaki．



おり、御前崎で小型甲殻類、ヒドロ虫、長井では

ヒドロ虫類、その他動物（海綿動物等）の割合が

高かった。消化管内容物に占める動物の重量割合

（月毎平均）は、御前崎では2.1～31.9%、長井で

は2.2～24.2％であった。

長井におけるアイゴ筋肉の安定同位対比は

δ13Cとδ15Nともに御前崎より有意に高く（t�
test、P<0.01）、δ13Cの月平均は御前崎で－15.1

～－17.0‰、長井で－13.2～－14.1‰であり、

δ15Nの月平均は御前崎で10.4～11.6‰、長井で

13.1～14.5‰であった（Fig.3）。また、得られた

δ13Cとδ15N値について、御前崎、長井の2群

としてBartlett検定によりそれぞれの分散を調

べたところ、δ15Nは有意差が認められなかった

が、δ13Cの分散は有意に異なっており（δ13C:

χ2＝35.6、P<0.01、δ15N： χ2＝0.02、P>0.5）、

御前崎のδ13Cは長井に比べ個体間のバラツキが

大きかった。

アイゴの餌料となった海藻の安定同位体比は、

御前崎で多く摂食されていたアカモク、オオバモ

クやオバクサ Pterocladiellatenuisのδ13Cが

－15～－16‰、δ15Nは7～10‰であった。長井

で多く摂食されていたワカメやカジメのδ13Cが－

12～－18‰、δ15Nは6～8‰であった。δ13Cは

同一種においてもバラツキは大きく、δ15Nは両

海域で同程度であり海域間の明らかな差はみられ

なかった（Fig.4）。動物性餌料の安定同位体比

について、両海域で多く摂食されたヒドロ虫類で

比較すると、御前崎の標本ではδ13Cが－16～

－19‰、δ15Nは7～11‰、長井ではδ13Cが－17

～－18‰、δ15Nは7～10‰であり、海藻同様に

海域間で差が認められなかった。しかし御前崎の

アイゴの消化管内に多く出現したヨコエビ類やワ

レカラ類等の小型甲殻類のδ13Cは－13～－19‰、

δ15Nは3～9‰であり、δ15Nは他の生物に比べ

有意に低い値を示した（t�test、δ
15N：P<0.05）。

そこで消化管内に出現した種を海藻と動物に分け

て安定同位体比の平均値（±標準偏差）を求めた

ところ、海藻のδ13Cは御前崎－15.7±5.4‰、長

井－15.2±2.0‰、δ15Nはそれぞれ7.7±1.6‰、

7.8±1.2‰となり両海域におけるδ15Nとδ13Cの

平均値およびδ15Nのバラツキはほぼ同値であっ

たのに対し、δ13Cのバラツキは御前崎が長井に

比べ大きかった。一方動物のδ13Cは御前崎

－16.5±3.0‰、長井－12.7±4.4‰、δ15Nはそれ

ぞれ7.2±1.9‰、10.1±2.5‰で動物全体のδ13C

とδ15Nの平均値及びバラツキは両値とも御前崎

が長井より低かった。

3.2 アイゴの飼育実験

実験Ⅰでは、アイゴ1尾当たりカジメの摂餌量

が24gwetweight/day（アイゴの体重に対する

平均相対重量は 4.8%）、 オキアミが 100g

w.w./day（同19.7%）、実験Ⅱにおける摂餌量は、

カジメが11gw.w./day（同6.4%）、ヨコエビが

29gw.w./day（同17.5%）であった。翌日の観察

では残餌はほとんど確認されなかった。それぞれ

の摂餌量から推算した1日あたりの平均炭素摂取

量と平均窒素摂取量は、オキアミはカジメに対し

それぞれ7.0倍、24.3倍であり、ヨコエビはカジ
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Fig.4.Mean（±SD）δ13Candδ15Noffooditems.Rangesdenotedbydottedcirclesweredataofrabbitfishin
NagaiandOmaezaki,seeFig.3.Fooditemsanalyzedinthisstudywerebrownalgae（Eckloniacava,Eisenia
bicyclis,Undariapinnatifida,Sargassum horneri,Sargassum ringgoldianum）,redalgae（Gracilaria
vermiculophylla,Corallinapilulifera,Meristothecapapulosa,Pterocladiellatenuis,Rhodophyceae）,Zostera
marina,Gammaridae,Hydrozoa,andSponge.



メに対しそれぞれ4.9倍、15.3倍であった（Ta-

ble4）。実験Ⅰにおいてオキアミを与えたアイゴ

の肥満度（平均±標準偏差）は実験開始時に20.1

±2.1であったがその後実験経過と共に増加し、4

週間後には28.9±2.8にまで上昇した（Fig.5）。

一方、カジメを与えた実験区では4週間経過後に

21.0±2.0となり、開始時の20.1±2.1からほとん

ど変わらなかった。また実験Ⅱにおいて、ヨコエ

ビを与えた実験区のアイゴの肥満度は、実験開始

時の19.7±1.1から、2週間後、4週間後にそれ

ぞれ21.1±1.8、24.2±2.5へと増加したが、カジ

メを与えた実験区では、開始時、2週間、4週間

で、22.4±7.3、16.5±4.8、18.9±2.2でありわず

かに減少した。オキアミ、ヨコエビを与えた個体

に比べカジメを与えたアイゴの肥満度は4週間後

には有意に低い値であった（実験Ⅰ、Mann-

WhitneyU test、U＝0、P<0.01、実験Ⅱ、

Mann-WhitneyUtest、U＝0、P<0.01）。

実験Ⅰにおいて、アイゴのδ13Cは開始時

－13.8‰であったが、オキアミを与えて2週間後、

4週間経過後に－15.1‰、－16.8‰と変化し、餌

であるオキアミの－26.0‰に徐々に近づいた

（Fig.6）。δ15Nも開始時 13.5‰であったが、4

週間後には11.2‰となり、オキアミの3.5‰に近

づいた。しかし、カジメを与えたアイゴのδ13C

は、2週間、4週間経過しても－13.0‰、δ15Nも

13.0‰であり変化はわずかであった。実験Ⅱにお

いて、ヨコエビを給餌したアイゴのδ13C、δ15N

は実験開始時にはそれぞれ－16.2‰、11.6‰であっ

たが、4週間後には－17.9‰、12.5‰となり、餌

であるヨコエビの値（－25.6‰、13.5‰）に近づ

いた。一方、カジメを給餌したアイゴの筋肉は、

4週間後にそれぞれ－16.1‰、11.2‰となり、開

始時のアイゴ筋肉のδ13C、δ15Nとの差は実験Ⅰ

同様にわずかであった。なお開始および2週間後

に筋肉を採取した個体と全く採取しなかった個体
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Table4.Carbonandnitrogencontentsinthefood

（gdryweight/day）takenbytherabbitfish.

Algae-krillexp.
Food

Carbon Nitrogen

Algae
Krill
Krill/algae

0.97
6.80
7.01

0.07
1.70
24.29

Algae-grammadexp.
Food

Carbon Nitrogen

Algae
Grammad
Grammad/Algae

0.44
2.17
4.93

0.03
0.46
15.33

Fig.5.Temporalchangeinthemeanconditionfactor
ofrabbitfish(±SD),inthekrill－algae(top)and
gammarid－algae(bottom)experiments.

Fig.6.Mean(±SD)δ13Candδ15N ofmuscletissue
samplesofrabbitfishandfooditems(algaeand
krill;upper,algae and gammarid;lower),
throughrearingperiod.



の実験終了時の安定同位体比の値は炭素・窒素の

両方において有意差はなかった （Mann-

WhitneyUtest、U＝6～9、P＝0.3～0.8）ので、

筋肉採取のストレスが安定同位体比の変化に与え

る影響は小さいと考えられた。

4．考察

4.1 アイゴの消化管内容物

御前崎と長井の両海域とも共通して夏季に比べ

秋季以降のCSIが高かった。CSIの季節変動は

成熟との関連が考えられている。秋山ら（2009）

は生殖腺重量指数GSIの上昇に伴うCSIの低下

及び産卵終了後の11月以降は越冬に向けた摂餌

量の増大に伴いCSIが変動することを推定して

おり、本研究でもこれを支持する結果となった。

御前崎のアイゴの消化管から多く出現したヒバ

マタ目や紅藻にはワレカラやヨコエビが同時に出

現する場合が多かった。一方、長井のアイゴの消

化管から多く出現したカジメには、葉上に付着す

る形でヒドロ虫が存在する場合が多く見られた。

ピンガーによる行動解析の結果から、アイゴは定

着性が強いことが報告されており（山口ら，2006）、

アイゴの食性は生息域の餌料環境を反映している

と考えられる。すなわち磯焼け域や藻場それぞれ

に存在する海藻種、さらに海藻に付着する生物種

とその分布量から生じた餌料環境の差異が、両海

域に生息する生物を摂取したアイゴの筋肉の

δ13Cとδ15Nにも反映されたと考えられた。

アイゴの餌生物に占める動物性餌料の重量割合

は、大分県で約0～13%（尾上ら，2002）、長崎県

上五島町で約0～38%（桐山ら，2002）、長崎県野

母崎で 17.0%（山口，2006）、山口県蓋井島で

1.2～1.8%（野田ら2002）を示していた。アイゴ

は植食性の強い魚類と考えられているが、過去の

知見や本研究の結果から、餌料環境に応じて動物

性餌料の割合が高くなることが示唆された。

4.2 海藻と小型甲殻類給餌による飼育実験

カジメ摂餌量は実験IとIIで２倍程度異なっ

たが、体長の大きいアイゴを使用した実験Iで摂

餌量が大きいことから、実験時期が摂餌量に影響

したのではなく、実験魚の体長がカジメ摂餌量に

影響したと考えられた。

また、甲殻類の摂餌量は、カジメに比べオキア

ミの摂餌量は4.2倍、ヨコエビは2.6倍高かった。

オキアミやヨコエビは残餌をすくい取ることが難

しく摂餌量を過大評価している可能性がある。し

かし飼育実験における摂餌量が現場海域に比べ高

くなったことは明らかであり、その要因を推察し

た。配合飼料をアイゴに与えた飼育実験では、カ

ジメ単独とカジメ＋配合飼料の実験区で摂餌量に

大きな違いはなく、7月～10月にかけて摂餌量は

約20g～約50gとの報告から（山田，2006）、ア

イゴにとってオキアミは配合飼料以上に嗜好性が

高い餌料と考えられた。また、アイゴ釣りの餌と

して、オキアミや蛹のミンチ等の動物性餌料が用

いられることから（山内，2006）、アイゴが選択

的にオキアミやヨコエビを摂餌した可能性も示唆

された。

4.3 炭素・窒素摂取量と安定同位体比分析

アイゴの摂餌生態に関する報告は、春・秋季に

おける食性の違い（野田ら，2002）、海藻の摂食

選択性実験（桐山・藤井，2005）や、紅藻類は褐

藻類に比べ摂餌選択性が高い（PILLANSetal.,

2004）等、先述の通り海藻に注目した内容のもの

が多い。しかし、本研究によりアイゴは、動物性

餌料をほぼ季節を問わず摂食していることが示さ

れた。動物性餌料と海藻を比較すると、消化管内

容物重量は、海藻重量1に対して動物性餌料が約

0.16（御前崎の平均）、および約0.14（長井の平

均）、炭素摂取量は海藻の摂取量1に対して、約

0.28（御前崎）、約0.22（長井）、窒素摂取量は同

様に約0.99（御前崎）、0.69（長井）であった。

動物性餌料の重量や炭素摂取量は海藻に比べ少な

いものの窒素摂取量は海藻と同程度であった。以

上の結果から、海藻に劣らない窒素分を、少量の

摂餌量で確保できる点で、動物性餌料は効率的と

いえる。

アイゴの消化酵素活性の分布は、アワビやサザ

エ等の植食性動物よりも雑食性の強いコイ科魚類

と類似しているとの報告からも（SHIBATA etal.

2005）、アイゴが植物、動物の双方を利用してい

るという雑食的な食性を持つことが強く示される。

また、植食性魚類の筋肉と餌の安定同位体比の関

係を調べた研究では、炭素は海藻から、窒素は動

物から摂取されていると推定されている

（PINNEGAR andPOLUNIN,2000;CARSELDINE

andTIBBETTS,2005）。本研究において御前崎に

おけるアイゴ筋肉のδ13C、δ15N値は長井に比べ

低かった。また、御前崎のアイゴの消化管内に多

く出現したヨコエビ類やワレカラ類等の小型甲殻

類は他の生物に比べδ15N値が有意に低いことか

ら、アイゴ筋肉のδ13C、δ15N値はそれぞれ動物

性餌料の値を反映したものと解釈される。一方、

御前崎におけるアイゴ筋肉のδ13C値は長井に比

べ個体間のバラツキが大きかった。御前崎におけ

る海藻のδ13C値もバラツキが大きく、餌となる

海藻のδ13C値がアイゴ筋肉中のδ13C値に反映し

たものと思われ、炭素については動物に加え海藻
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の影響があるものと推察される。さらにこの海藻

の値のバラツキと磯焼けとの関係も注目すべき課

題である。

なお、筆者の観察ではアイゴは消化管内に内容

物が充満している時、すなわち摂餌量が多いと後

腸から未消化の海藻がそのまま排出されるが、飢

餓状態が続くと、後腸末端部の海藻は原形を留め

ないほど消化が進んでいた。すなわち餌生物が充

分にない場合、海藻の利用度合が高まることも考

えられる。

アイゴの摂餌生態を解明するために今後は、ア

イゴの消化機構や海藻・動物の分布密度と食性の

関係を検討する必要があろう。
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Appendix1.Carbonandnitrogenisotoperatios（Min.toMax.）offooditemsofrabbitfishcollectedinOmaezaki

andNagai.

Location Algae δ15N（‰） δ13C（‰）

Omaezaki

Nagai

Zosteramarina
Undariapinnatifida
Sargassumhorneri
Sargassumringgoldianum
Pterocladiellatenuis
Corallinapilulifera
Gracilariavermiculophylla

Eckloniacava
Eiseniabicyclis
Undariapinnatifida
Sargassumhorneri
Sargassumringgoldianum
Meristothecapapulosa

8.7to9.0
7.3
9.0

8.3to9.7
7.6
4.3
9.9

7.0
6.5to8.7
6.2to7.9
8.3
8.9
9.4

－16.9to－11.3
－12.4
－15.9

－16.7to－15.19
－14.9
－7.3
－15.2

－13.5
－15.2to－14.0
－18.3to－11.2

－14.9
－16.3
－12.8

Location Animal δ15N（‰） δ13C（‰）

Omaezaki

Nagai

Gammaridea
Caprellidea
Sertulariidaesp.
Rhodophyceae
Sponge

Membraniiporaserrilamella
Sertulariidaesp.

8.8
3.2to5.8
6.7to0.9
7.6
7.0

9.1to10.4
7.1to9.8

－12.9
－19.0to－15.6
－19.4to－16.1

－18.9
－19.4

－7.0to－6.7
－17.9to－13.9


